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2025（令和７）年度に加わった

新しいJA尾道市の仲間を紹介します。

この度JA尾道市の職員となりました。

早く組合員や地域の方の力になれるようがんばりますので、

よろしくお願いします！

村
む ら

上
か み

 葵
あおい

栗原支店

小
お

田
だ

 翔
しょう

一
い ち

朗
ろ う

因島南支店

三
み

藤
と う

 恭
きょう

子
こ

尾道東支店

Ｑ. 好きな農産物は？
Ａ.  梨・いちじく

Ｑ.  あなたにとって
社会人のイメージは？

Ａ.  なんでもできる、責任をもっ
て仕事をする

Ｑ.  入組にあたっての抱負
（こんな職員になりたい）
Ａ.  できることを１つ１つ増や
して信頼される職員になり
たいです。

Ｑ. 趣味や好きなこと
Ａ.  歌うこと・ファッション

Ｑ. 好きな農産物は？
Ａ.  みかん

Ｑ.  あなたにとって
社会人のイメージは？

Ａ.  責任感と自信をもって仕事
をする

Ｑ.  入組にあたっての抱負
（こんな職員になりたい）
Ａ.  周りの人から頼られる職員
になりたいです。

Ｑ. 趣味や好きなこと
Ａ.  旅行

Ｑ. 好きな農産物は？
Ａ.  ぶどう・みかん

Ｑ.  あなたにとって
社会人のイメージは？

Ａ.  責任感があり、仕事とプラ
イベートの切り替えが上手

Ｑ.  入組にあたっての抱負
（こんな職員になりたい）
Ａ.  地域の方々から親しまれ、
信頼される職員になりたい
です。

Ｑ. 趣味や好きなこと
Ａ.  フェンシング・釣り

成
育
に
と
っ
て
、重
要
な
管
理
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　
田
植
え
か
ら
中
干
し
ま
で
の
水
管
理
は
次
の

通
り
で
す
。

◆
田
植
え
後
〜
活
着
ま
で

　
寒
冷
地
で
は
田
植
時
期
の
平
均
気
温
が
低
い

た
め
、
水
の
保
温
効
果
を
生
か
し
た
初
期
管
理

が
重
要
と
な
り
ま
す
。
寒
冷
地
で
の
一
般
的
な

水
管
理
は
、
低
温
・
強
風
の
場
合
に
は
深
水
と

し
ま
す
。

　
活
着
期
に
低
温
が
予
測
さ
れ
る
場
合
は
、
日

中
は
３
〜
４
㎝（
株
元
が
隠
れ
る
く
ら
い
）で
止

水
し
水
温
を
上
昇
さ
せ
、
夕
方
に
入
水
し
て
夜

間
は
５
〜
６
㎝（
通
常
の
湛
水
深
）と
す
る
こ
と

で
、
活
着
ま
で
の
水
温
を
高
く
維
持
し
や
す
く

な
り
ま
す
。

　
植
え
傷
み
に
よ
っ
て
活
着
が
遅
れ
る
こ
と
が

多
い
の
で
、
活
着
す
る
ま
で
深
水
管
理
と
し
、

そ
の
後
浅
水
管
理
と
し
ま
す
。

◆
活
着
後

　
活
着
後
、
分
げ
つ
期
に
入
り
ま
す
。
寒
冷
地

で
は
、
有
効
分
げ
つ
数
を
早
期
に
確
保
す
る
こ

と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
そ
の
た
め
、
有
効
分
げ

つ
終
止
期
ま
で
、
浅
水
管
理
な
ど
に
よ
っ
て
水

温
を
高
く
す
る
よ
う
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

【
生
理
障
害
】

◆
赤
枯
症

　
赤
枯
症
は
病
気
で
は
な
く
、
根
が
ス
ト
レ
ス

を
受
け
て
い
る
こ
と
の
サ
イ
ン
で
す
。
症
状
と

し
て
は
、葉
に
赤
褐
色
の
斑
点
が
多
数
で
き
ま
す
。

　
田
の
ガ
ス
湧
き
等
に
よ
り
、
根
の
養
分
吸
収

が
阻
害
さ
れ
る
こ
と
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、落
水
し
て
田
を
干
し
、

土
壌
中
に
酸
素
を
供
給
す
る
と
と
も
に
、
停
滞

水
を
除
去
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
土
層
を
酸

化
的
に
さ
せ
、
有
害
物
質
の
発
生
を
抑
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
豊
土
サ
ン
グ
リ
ー

ン（
追
肥
用
）５
㎏
／
10
ａ
等

を
施
用
す
る
こ
と
で
緩
和
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

◆
硫
黄
欠
乏
症

　
管
内
で
硫
黄
欠
乏
症
に
よ
る
初
期
生
育
停
滞

お
よ
び
葉
の
黄
化
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
症
状
も
赤
枯
症
と
同
様
に
土
壌
還
元
の
発
生

に
よ
り
起
こ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
対
策
と
し
て
は
、
赤
枯
症
と
同
様
に
落
水
し

て
田
を
干
す
等
、
停
滞
水
を
除
去
し
た
り
、
硫

黄
含
有
で
水
に
よ
く
溶
け

る「
畑
の
カ
ル
シ
ウ
ム
」

20
㎏
／
10
ａ
等
を
施
用
す

る
こ
と
で
緩
和
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

【
病
害
虫
】

　
梅
雨
に
入
る
と
、
い
も
ち
病
が
発
生
し
や
す

く
な
り
ま
す
。

　
発
生
し
や
す
い
気
象
条
件

と
し
て
は
、
曇
雨
天
日
数
が

多
く
、
風
が
弱
く
ど
ん
よ
り

と
し
た
天
候
ほ
ど
発
生
が
多

く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ウ
ン
カ
や
コ
ブ
ノ
メ
イ
ガ
な
ど
の
飛

来
害
虫
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。

本
年
度
の
温
州
ミ
カ
ン
は
豊
作
樹
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
隔
年
結
果
防
止
対
策
を
徹
底
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
灰
色
カ
ビ
病
や
ア
ザ
ミ
ウ
マ

被
害
に
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

【
病
害
虫
防
除
】

◆
ミ
カ
ン
サ
ビ
ダ
ニ
・
チ
ャ
ノ
ホ
コ
リ
ダ
ニ

　
サ
ビ
ダ
ニ
、
ホ
コ
リ
ダ
ニ
は
葉
の
上
で
増
殖

し
、
果
実
へ
移
動
し
て
き
ま
す
。
落
弁
期
に
ア

グ
リ
メ
ッ
ク
又
は
サ
ン
マ
イ
ト
水
和
剤
で
防
除

し
ま
し
ょ
う
。

◆
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類

　
近
年
、
ア
ザ
ミ
ウ
マ
被
害
に
よ
る
正
品
率
低

下
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
被
害
が
出

▲赤枯症

▲秋ウンカ被害

▲コブノメイガ被害

▲コブノメイガ柑
　橘

▲サビダニ被害果
（果実が茶色・黒く
変色する）

▲ホコリダニ
（果実が灰色になる）

　
早
生
品
種
で
は
、
す
で
に
田
植
え
を
終
え
て

い
る
圃
場
が
ほ
と
ん
ど
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
の
水
管
理
に
十
分
注
意
し
、
高
温
等
の
異

常
気
象
に
耐
え
る
た
め
に
も
強
い
稲
を
作
り
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
、南
部
地
域
の
中
生
以
降
の
品
種
で
は
、

今
か
ら
が
田
植
え
の
最
盛
期
と
な
り
ま
す
。
箱

処
理
剤
と
一
発
除
草
剤
の
誤
使
用
に
は
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
水
管
理
】

　
田
植
え
後
の
水
管
理
は
、
苗
の
活
着
や
初
期

水
　稲

▲いもち病 ▲イオウ欠乏症

今月の 栽 培 ポイント 5月

詳しくはお近くの下記事業 所までお問い合わせください。

東尾道営農センター ☎0848-56-1231

尾道北営農センター ☎0848-29-9611

向 島 営 農 セ ン タ ー ☎0848-44-2106

因 島 営 農 セ ン タ ー ☎0845-25-6161

世 羅 営 農 セ ン タ ー ☎0847-25-5029

浦 崎 支 店 ☎0848-73-3311

御 調 支 店  ☎0848-76-2242

甲 山 支 店 ☎0847-25-5035

世 羅 西 支 店 ☎0847-37-7100

東 生 口 出 張 所 ☎0845-28-0211

組合員のみなさまへ 組合員のみなさまの住所・氏名・資格等の変更、または相続等があった場合は異動手続きが必要となりますので、最寄りの本店・支店・出張所に組合員のみなさまの住所・氏名・資格等の変更、または相続等があった場合は異動手続きが必要となりますので、最寄りの本店・支店・出張所に
ご相談のうえ手続きをお願いいたします。ご相談のうえ手続きをお願いいたします。
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る
園
地
は
、
６
月

10
日
頃
に
ス
ピ
ノ

エ
ー
ス
フ
ロ
ア
ブ

ル
を
追
加
散
布
し

ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
レ
モ
ン
の
ア
ザ
ミ
ウ
マ
被
害
は
６
月

中
旬
と
７
月
上
旬
に
防
除
が
必
要
で
す
。

◆
灰
色
カ
ビ
病

　
温
州
ミ
カ
ン
、安
政
柑
、

清
見
で
被
害
が
多
い
病
気

で
す
。
安
政
柑
の
外
観
が

悪
い
園
地
は
、
果
実
上
の

花
び
ら
を
落
と
し
て
や
る

と
綺
麗
な
果
実
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
黒
点
病

　
黒
点
病
防
除
薬
剤
の
ジ
マ
ン
ダ
イ
セ
ン
は
、

散
布
後
１
カ
月
ま
た
は
降
雨
２
５
０
㎜
を
超
え
る

前
に
次
の
防
除
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ア

ビ
オ
ン
Ｅ
の
混
用
や
霧
な
し
ノ
ズ
ル
な
ど
を
使

用
す
る
と
薬
剤
の
残
効
期
間
が
長
く
な
り
ま
す
。

　
枯
れ
枝
が
発
生
源
と
な
る
の
で
、
梅
雨
入
り

前
に
枯
れ
枝
除
去
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

◆
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ

　
昨
年
の
少
雨
と
秋
の
高
温
の
影
響
で
カ
イ
ガ

ラ
ム
シ
の
発
生
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
ム
フ
ロ
ア
ブ
ル
で
防
除
し
ま
し
ょ
う
。

◆
か
い
よ
う
病

　
レ
モ
ン
、
ネ
ー
ブ
ル
な
ど
の
園
地
で
か
い
よ

う
病
多
発
園
で
は
、
５
月
下
旬
に
も
防
除
が
必

要
で
す
。
健
全
部
位
へ
の
感
染
防
止
目
的
で
薬

剤
散
布
し
ま
す
。
殺
菌
効

果
は
あ
ま
り
期
待
で
き
な

い
の
で
、
罹
病
し
て
い
る

葉
や
枝
は
徹
底
的
に
除
去

し
ま
し
ょ
う
。

◆
カ
ミ
キ
リ
虫
対
策

　
昨
年
度
は
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
被
害
に
よ
り
、
枯

死
し
た
樹
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
多
発
園
で
は

モ
ス
ピ
ラ
ン
顆
粒
水
溶
剤
４
０
０
倍
を
主
幹
か

ら
株
元
へ
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

【
夏
肥
の
施
用
】

　
中
晩
柑
の
大
玉
生
産
に
は
、
夏
肥
の
施
用
が

重
要
で
す
。
適
期
適
量
施
肥
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。
中
晩
柑
類
と
い
し
じ
は
、
１
回
の
施
肥
で

２
回
分
の
効
果
が
期
待
で
き
る
Ｂ
Ｂ
元
気

２
０
０
が
お
す
す
め
で
す
。
中
晩
柑
一
発
肥
料

を
使
用
し
た
園
地
で
も
葉
色
が
悪
い
場
合
は
追

肥
し
ま
し
ょ
う
。

【
苦
土
資
材
の
施
用
】

　
苦
土
欠
症
状
が

み
ら
れ
る
園
地
で

は
、
６
月
中
旬
頃

に
ス
ー
パ
ー
マ
グ

を
10
ａ
当
た
り
60

㎏
施
用
し
ま
し
ょ
う
。

【
葉
面
散
布
】

　
落
葉
が
多
か
っ
た
園
地
で
は
、
新
芽
の
充
実

を
図
る
た
め
元
気
一
番
を
防
除
に
混
用
散
布
し

ま
し
ょ
う
。

　
み
か
ん
で
は
、
緑
化
促
進
目
的
で
落
弁
期
防

除
に
は
尿
素
と
マ
グ
ミ
ー
Ｆ
ｅ
を
混
用
散
布
し

ま
し
ょ
う
。

【
高
接
ぎ
樹
・
苗
木
の
管
理
】

　
枝
数
が
多
く
な
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
、
芽
か

き
を
行
い
ま
す
。
高
接
ぎ
樹
で
は
、
葉
８
〜
12

枚
で
摘
心
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
支
柱
を
使
っ
て

誘
引
を
行
い
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
や
ミ
カ
ン
ハ
モ
グ
リ

ガ
の
発
生
に
注
意
を
払
い
ま
す
。
１
年
生
苗
木

に
は
ア
ク
タ
ラ
粒
剤
を
使
用
す
る
と
、
防
除
の

省
力
化
が
図
れ
ま
す
。
ま
た
、
10
日
お
き
に
元

気
一
番
を
散
布
す
る
と
早
く
大
き
く
な
り
ま
す
。

【
灌
水
】

　
開
花
後
の
乾
燥
は
生
理
落
果
を
助
長
し
ま
す
。

特
に
い
し
じ
は
生
理
落
果
し
や
す
い
の
で
、
雨

が
降
ら
な
い
場
合
は
灌
水
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

【
摘
果
剤
の
散
布
】

　
摘
果
の
省
力
化
目
的
で
、
落
と
し
た
い
部
分

に
タ
ー
ム
水
溶
剤
１
、
０
０
０
倍
と
マ
シ
ン
油

１
５
０
倍
を
混
用
し
散
布
し
ま
す
。
気
温
が

25
℃
以
上
の
日
が
数
日
続
く
時
を
狙
っ
て
散
布

し
ま
し
ょ
う
。

【
花
母
枝
の
剪
定
】

　
直
花
し
か
つ
い
て

い
な
い
枝
を
花
母
枝

と
い
い
ま
す
。
八
朔

の
花
母
枝
は
、
開
花

後
枯
れ
枝
に
な
る
こ

と
が
多
い
の
で
除
去

し
ま
し
ょ
う
。

【
温
州
ミ
カ
ン
の
隔
年
結
果
防
止
対
策
】

◆
摘
蕾

　
蕾
が
小
豆
大
く
ら
い
に
な
っ
た
こ
ろ
に
枝
別

に
実
施
し
ま
す
。

◆
枝
別
摘
果

　
６
月
下
旬
ま
で
に
枝
別
摘
果
を
実
施
す
る
と
、

▲レモンアザミウマ被害

▲遅れ花にアザミウ
マが寄生する
このような状態にな
ると果実被害に注意▲灰色カビ病

▲かいよう病

▲花母枝（直花が団子
状についた枝）はもと
から除去する

▲アザミウマ被害果
（開花期はヘタ周り
にリング状の傷が出
来る）

▲苦土欠乏
（緑色の部分がくさび
形に見えるのが特徴）

高接ぎの管理

40～50cmで
摘芯し、２～
３本残す

40～50cmで摘芯
し、２本程度残す

８～10枚で摘芯する
（20～30cm）

１穂より春芽を１～２本使用する

摘芯による短梢方式の１年目の新梢管理

秋
芽

夏
芽

春
芽

苗木の管理

①
②

芽かきする

・主枝候補の①～⑤の腋芽は１本にする
・接ぎ木部より10～15cmの腋芽を全部かぐ

１年生苗木の処理方法

芽かきする

芽かきする

10～15cm

30～35cm

③

④

⑤

摘
果
し
た
枝
は
次
年
度
確
実
に
着
花
し
ま
す
。

◆
樹
冠
上
部
１
／
３
摘
果

　
７
月
上
旬
ま
で
に
樹
の
上
１
／
３
の
果
実
を

全
摘
果
す
る
と
、
隔
年
結
果
を
是
正
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
本
年
度
は
例
年
に
比
べ
果
樹
全
般
で
開
花
が

遅
く
、
生
育
の
遅
れ
が
見
ら
れ
ま
す
。
雨
の
日

も
多
い
予
想
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
防
除
の

遅
れ
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ぶ
ど
う

【
ハ
ウ
ス
栽
培（
果
粒
肥
大
期
〜
収
穫
期
）】

◆
収
穫

　
デ
ラ
ウ
ェ
ア
の
早
期
加
温
栽
培
で
は
、
い
よ

い
よ
収
穫
で
す
。
酸
抜
け
に
注
意
し
適
期
収
穫

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

◆
温
度
管
理

　
こ
の
時
期
は
ハ
ウ
ス
内
の
温
度
が
高
く
な

り
、
日
中
30
℃
を
超
え
る
高
温
は
、
着
色
に
悪

影
響
を
与
え
ま
す
。
ま
た
、
一
日
の
気
温
変
化

が
大
き
い
時
期
で
す
の
で
、
ハ
ウ
ス
内
の
急
な

気
温
上
昇
に
よ
る
高
温
障
害
を
起
こ
さ
な
い
よ

う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
風
通
し
を
良
く
し
、
換
気
を
行
い
、
25
〜

28
℃
を
保
つ
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
摘
粒
・
摘
房

・
デ
ラ
ウ
ェ
ア

　
無
理
な
着
荷
負
担
は
熟
れ
に
く
く
な
る
だ
け

で
な
く
、
樹
勢
が
低
下
し
樹
の
寿
命
を
短
く
し

ま
す
。
着
果
負
荷
が
大
き
い
樹
は
、
着
果
量
の

修
正
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ピ
オ
ー
ネ

　
小
粒
果
・
変
形
果
・
病
害
虫
傷
害
果
を
は
ず

し
た
後
に
込
み
合
い
そ
う
な
部
分
・
内
向
き
の

粒
を
は
ず
し
て
一
房
当
た
り
30
〜
35
粒
に
な
る

よ
う
調
整
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
と
き
、
房
の

肩
部
分
は
上
向
き
の
粒
を
、
中
段
部
分
は
横
向

き
の
粒
を
、
房
尻
は
下
向
き
の
粒
を
残
す
よ
う

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
摘
粒
や
摘
房
は
、
第
２
回

目
の
ジ
ベ
レ
リ
ン
処
理
ま
で
に
終
ら
せ
る
よ
う

に
し
、
そ
の
後
、
随
時
修
正
を
行
う
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
灌
水

　
果
実
肥
大
期
の
乾
燥
は
、
肥
大
不
足
・
着
色

期
の
裂
果
、
遅
伸
び
し
や
す
い
た
め
、
十
分
灌

水
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
着
色
期
か
ら
収
穫
期
は
や
や
乾
燥
気

味
に
管
理
し
ま
す
が
、
樹
勢
の
弱
い
園
で
は
定

期
的
に
灌
水
を
行
っ
て
、
樹
勢
を
維
持
し
て
く

だ
さ
い
。
乾
燥
さ
せ
す
ぎ
る
よ
り
は
適
度
に
灌

水
を
行
っ
た
方
が
、
酸
抜
け
が
進
み
、
熟
期
の

促
進
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

【
露
地
栽
培
（
新
梢
伸
長
期
〜
ジ
ベ
処
理

期
〜
開
花
期
）】

◆
新
梢
管
理

　
新
梢
と
花
穂
と
の
養
分
競
合
を
避
け
、
実
止

ま
り
を
良
好
に
す
る
た
め
に
開
花
前
に
摘
心
を

行
い
ま
す
。ま
た
、新
梢
を
誘
引
す
る
こ
と
で
、

新
梢
の
先
端
を
下
げ
、
果
房
に
流
れ
る
養
分
の

量
を
増
や
し
果
粒
肥
大
を
促
進
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

◆
ジ
ベ
レ
リ
ン
処
理

　
１
回
目
の
種
な
し
処
理
は
、
展
葉
始
め
か
ら

の
日
数
・
展
葉
枚
数
等
を
参
考
に
、
花
穂
の
進

み
具
合
を
み
な
が
ら
処
理
を
し
て
い
き
ま
す
。

特
に
、
ジ
ベ
レ
リ
ン
処
理
前
後
１
週
間
の
気
象

条
件（
温
度
・
日
照
）が
、
花
穂
の
進
み
や
実
止

ま
り
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
の
で
注
意
し
て
観

察
し
て
く
だ
さ
い
。
二
回
目
は
玉
肥
大
の
た
め

に
行
い
ま
す
。
さ
び
果
と
な
ら
な
い
よ
う
、
天

気
の
安
定
し
た
日
を
狙
っ
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

◆
摘
粒

　
果
実
肥
大
促
進
や
房
型
を
つ
く
る
た
め
に

も
、
実
止
ま
り
が
確
認
で
き
次
第
で
き
る
だ
け

早
く
取
り
か
か
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
小
粒
果
や
奇
形
果
、
病
害
虫
被
害
果
な
ど
を

優
先
的
に
摘
粒
し
、
１
房
当
た
り
の
適
正
着
粒

数
に
な
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、開
花
や
ジ
ベ
レ
リ
ン
処
理
、袋
か
け
の

前
後
で
は
、防
除
の
徹
底
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

も
も

【
新
梢
管
理
】

　
日
当
た
り
が
悪
く
な
る
と
、
果
実
品
質
が
低

下
す
る
原
因
と
な
る
の
で
、
ね
ん
枝
や
摘
心
を

行
い
ま
す
。

　
主
枝
の
日
焼
け
防
止
や
側
枝
更
新
予
定
の
枝

は
、
ね
ん
枝
で
伸
長
を
抑
え
ま
す
。
５
月
下
旬

〜
６
月
上
旬
が
適
期
で
す
。

　
伸
長
が
旺
盛
な
枝
は
、
３
〜
５
葉
残
し
て
摘

心
し
ま
す
。
新
梢
伸
長
の
旺
盛
な
６
月
〜
７
月

に
行
い
ま
す
が
、６
月
中
旬
頃
ま
で
に
行
う
と
、

花
芽
が
着
生
し
た
副
梢
が
発
生
し
て
、
翌
年
の

結
果
枝
に
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
袋
掛
け
】

　
袋
掛
け
に
は
、
病
害
虫
の
被
害
を
防
ぐ
、
着

色
を
良
く
す
る
、
裂
果
が
軽
減
さ
れ
る
な
ど
の

効
果
が
あ
り
ま
す
。
必
ず
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
袋
掛
け
前
に
は
必
ず
防
除
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
袋
掛
け
前
に
は
見
直
し
摘
果
を
行
い
、
適
正

着
果
量
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
摘
果
し
た
果

実
は
病
害
の
発
生
へ
つ
な
が
る
の
で
、
必
ず
園

外
へ
持
ち
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
注
意
す
る
病
害
虫

　
ア
ブ
ラ
ム
シ
類
、
シ
ン
ク
イ
ム
シ
類
、
モ
モ

落
葉
果
樹

▲アブラムシ

▲シンクイムシ

ローンセンター 住宅ローンをはじめマイカーローンなど、各種ローンについてお気軽にご相談ください。住宅ローンをはじめマイカーローンなど、各種ローンについてお気軽にご相談ください。
☎0848-36-5444　（月曜日から金曜日（祝祭日・年末年始は休み）の9：00〜17：15）☎0848-36-5444　（月曜日から金曜日（祝祭日・年末年始は休み）の9：00〜17：15）
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る
園
地
は
、
６
月

10
日
頃
に
ス
ピ
ノ

エ
ー
ス
フ
ロ
ア
ブ

ル
を
追
加
散
布
し

ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
レ
モ
ン
の
ア
ザ
ミ
ウ
マ
被
害
は
６
月

中
旬
と
７
月
上
旬
に
防
除
が
必
要
で
す
。

◆
灰
色
カ
ビ
病

　
温
州
ミ
カ
ン
、安
政
柑
、

清
見
で
被
害
が
多
い
病
気

で
す
。
安
政
柑
の
外
観
が

悪
い
園
地
は
、
果
実
上
の

花
び
ら
を
落
と
し
て
や
る

と
綺
麗
な
果
実
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
黒
点
病

　
黒
点
病
防
除
薬
剤
の
ジ
マ
ン
ダ
イ
セ
ン
は
、

散
布
後
１
カ
月
ま
た
は
降
雨
２
５
０
㎜
を
超
え
る

前
に
次
の
防
除
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ア

ビ
オ
ン
Ｅ
の
混
用
や
霧
な
し
ノ
ズ
ル
な
ど
を
使

用
す
る
と
薬
剤
の
残
効
期
間
が
長
く
な
り
ま
す
。

　
枯
れ
枝
が
発
生
源
と
な
る
の
で
、
梅
雨
入
り

前
に
枯
れ
枝
除
去
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

◆
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ

　
昨
年
の
少
雨
と
秋
の
高
温
の
影
響
で
カ
イ
ガ

ラ
ム
シ
の
発
生
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
ム
フ
ロ
ア
ブ
ル
で
防
除
し
ま
し
ょ
う
。

◆
か
い
よ
う
病

　
レ
モ
ン
、
ネ
ー
ブ
ル
な
ど
の
園
地
で
か
い
よ

う
病
多
発
園
で
は
、
５
月
下
旬
に
も
防
除
が
必

要
で
す
。
健
全
部
位
へ
の
感
染
防
止
目
的
で
薬

剤
散
布
し
ま
す
。
殺
菌
効

果
は
あ
ま
り
期
待
で
き
な

い
の
で
、
罹
病
し
て
い
る

葉
や
枝
は
徹
底
的
に
除
去

し
ま
し
ょ
う
。

◆
カ
ミ
キ
リ
虫
対
策

　
昨
年
度
は
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
被
害
に
よ
り
、
枯

死
し
た
樹
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
多
発
園
で
は

モ
ス
ピ
ラ
ン
顆
粒
水
溶
剤
４
０
０
倍
を
主
幹
か

ら
株
元
へ
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

【
夏
肥
の
施
用
】

　
中
晩
柑
の
大
玉
生
産
に
は
、
夏
肥
の
施
用
が

重
要
で
す
。
適
期
適
量
施
肥
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。
中
晩
柑
類
と
い
し
じ
は
、
１
回
の
施
肥
で

２
回
分
の
効
果
が
期
待
で
き
る
Ｂ
Ｂ
元
気

２
０
０
が
お
す
す
め
で
す
。
中
晩
柑
一
発
肥
料

を
使
用
し
た
園
地
で
も
葉
色
が
悪
い
場
合
は
追

肥
し
ま
し
ょ
う
。

【
苦
土
資
材
の
施
用
】

　
苦
土
欠
症
状
が

み
ら
れ
る
園
地
で

は
、
６
月
中
旬
頃

に
ス
ー
パ
ー
マ
グ

を
10
ａ
当
た
り
60

㎏
施
用
し
ま
し
ょ
う
。

【
葉
面
散
布
】

　
落
葉
が
多
か
っ
た
園
地
で
は
、
新
芽
の
充
実

を
図
る
た
め
元
気
一
番
を
防
除
に
混
用
散
布
し

ま
し
ょ
う
。

　
み
か
ん
で
は
、
緑
化
促
進
目
的
で
落
弁
期
防

除
に
は
尿
素
と
マ
グ
ミ
ー
Ｆ
ｅ
を
混
用
散
布
し

ま
し
ょ
う
。

【
高
接
ぎ
樹
・
苗
木
の
管
理
】

　
枝
数
が
多
く
な
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
、
芽
か

き
を
行
い
ま
す
。
高
接
ぎ
樹
で
は
、
葉
８
〜
12

枚
で
摘
心
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
支
柱
を
使
っ
て

誘
引
を
行
い
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
や
ミ
カ
ン
ハ
モ
グ
リ

ガ
の
発
生
に
注
意
を
払
い
ま
す
。
１
年
生
苗
木

に
は
ア
ク
タ
ラ
粒
剤
を
使
用
す
る
と
、
防
除
の

省
力
化
が
図
れ
ま
す
。
ま
た
、
10
日
お
き
に
元

気
一
番
を
散
布
す
る
と
早
く
大
き
く
な
り
ま
す
。

【
灌
水
】

　
開
花
後
の
乾
燥
は
生
理
落
果
を
助
長
し
ま
す
。

特
に
い
し
じ
は
生
理
落
果
し
や
す
い
の
で
、
雨

が
降
ら
な
い
場
合
は
灌
水
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

【
摘
果
剤
の
散
布
】

　
摘
果
の
省
力
化
目
的
で
、
落
と
し
た
い
部
分

に
タ
ー
ム
水
溶
剤
１
、
０
０
０
倍
と
マ
シ
ン
油

１
５
０
倍
を
混
用
し
散
布
し
ま
す
。
気
温
が

25
℃
以
上
の
日
が
数
日
続
く
時
を
狙
っ
て
散
布

し
ま
し
ょ
う
。

【
花
母
枝
の
剪
定
】

　
直
花
し
か
つ
い
て

い
な
い
枝
を
花
母
枝

と
い
い
ま
す
。
八
朔

の
花
母
枝
は
、
開
花

後
枯
れ
枝
に
な
る
こ

と
が
多
い
の
で
除
去

し
ま
し
ょ
う
。

【
温
州
ミ
カ
ン
の
隔
年
結
果
防
止
対
策
】

◆
摘
蕾

　
蕾
が
小
豆
大
く
ら
い
に
な
っ
た
こ
ろ
に
枝
別

に
実
施
し
ま
す
。

◆
枝
別
摘
果

　
６
月
下
旬
ま
で
に
枝
別
摘
果
を
実
施
す
る
と
、

▲レモンアザミウマ被害

▲遅れ花にアザミウ
マが寄生する
このような状態にな
ると果実被害に注意▲灰色カビ病

▲かいよう病

▲花母枝（直花が団子
状についた枝）はもと
から除去する

▲アザミウマ被害果
（開花期はヘタ周り
にリング状の傷が出
来る）

▲苦土欠乏
（緑色の部分がくさび
形に見えるのが特徴）

高接ぎの管理

40～50cmで
摘芯し、２～
３本残す

40～50cmで摘芯
し、２本程度残す

８～10枚で摘芯する
（20～30cm）

１穂より春芽を１～２本使用する

摘芯による短梢方式の１年目の新梢管理

秋
芽

夏
芽

春
芽

苗木の管理

①
②

芽かきする

・主枝候補の①～⑤の腋芽は１本にする
・接ぎ木部より10～15cmの腋芽を全部かぐ

１年生苗木の処理方法

芽かきする

芽かきする

10～15cm

30～35cm

③

④

⑤

摘
果
し
た
枝
は
次
年
度
確
実
に
着
花
し
ま
す
。

◆
樹
冠
上
部
１
／
３
摘
果

　
７
月
上
旬
ま
で
に
樹
の
上
１
／
３
の
果
実
を

全
摘
果
す
る
と
、
隔
年
結
果
を
是
正
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
本
年
度
は
例
年
に
比
べ
果
樹
全
般
で
開
花
が

遅
く
、
生
育
の
遅
れ
が
見
ら
れ
ま
す
。
雨
の
日

も
多
い
予
想
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
防
除
の

遅
れ
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ぶ
ど
う

【
ハ
ウ
ス
栽
培（
果
粒
肥
大
期
〜
収
穫
期
）】

◆
収
穫

　
デ
ラ
ウ
ェ
ア
の
早
期
加
温
栽
培
で
は
、
い
よ

い
よ
収
穫
で
す
。
酸
抜
け
に
注
意
し
適
期
収
穫

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

◆
温
度
管
理

　
こ
の
時
期
は
ハ
ウ
ス
内
の
温
度
が
高
く
な

り
、
日
中
30
℃
を
超
え
る
高
温
は
、
着
色
に
悪

影
響
を
与
え
ま
す
。
ま
た
、
一
日
の
気
温
変
化

が
大
き
い
時
期
で
す
の
で
、
ハ
ウ
ス
内
の
急
な

気
温
上
昇
に
よ
る
高
温
障
害
を
起
こ
さ
な
い
よ

う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
風
通
し
を
良
く
し
、
換
気
を
行
い
、
25
〜

28
℃
を
保
つ
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
摘
粒
・
摘
房

・
デ
ラ
ウ
ェ
ア

　
無
理
な
着
荷
負
担
は
熟
れ
に
く
く
な
る
だ
け

で
な
く
、
樹
勢
が
低
下
し
樹
の
寿
命
を
短
く
し

ま
す
。
着
果
負
荷
が
大
き
い
樹
は
、
着
果
量
の

修
正
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ピ
オ
ー
ネ

　
小
粒
果
・
変
形
果
・
病
害
虫
傷
害
果
を
は
ず

し
た
後
に
込
み
合
い
そ
う
な
部
分
・
内
向
き
の

粒
を
は
ず
し
て
一
房
当
た
り
30
〜
35
粒
に
な
る

よ
う
調
整
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
と
き
、
房
の

肩
部
分
は
上
向
き
の
粒
を
、
中
段
部
分
は
横
向

き
の
粒
を
、
房
尻
は
下
向
き
の
粒
を
残
す
よ
う

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
摘
粒
や
摘
房
は
、
第
２
回

目
の
ジ
ベ
レ
リ
ン
処
理
ま
で
に
終
ら
せ
る
よ
う

に
し
、
そ
の
後
、
随
時
修
正
を
行
う
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
灌
水

　
果
実
肥
大
期
の
乾
燥
は
、
肥
大
不
足
・
着
色

期
の
裂
果
、
遅
伸
び
し
や
す
い
た
め
、
十
分
灌

水
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
着
色
期
か
ら
収
穫
期
は
や
や
乾
燥
気

味
に
管
理
し
ま
す
が
、
樹
勢
の
弱
い
園
で
は
定

期
的
に
灌
水
を
行
っ
て
、
樹
勢
を
維
持
し
て
く

だ
さ
い
。
乾
燥
さ
せ
す
ぎ
る
よ
り
は
適
度
に
灌

水
を
行
っ
た
方
が
、
酸
抜
け
が
進
み
、
熟
期
の

促
進
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

【
露
地
栽
培
（
新
梢
伸
長
期
〜
ジ
ベ
処
理

期
〜
開
花
期
）】

◆
新
梢
管
理

　
新
梢
と
花
穂
と
の
養
分
競
合
を
避
け
、
実
止

ま
り
を
良
好
に
す
る
た
め
に
開
花
前
に
摘
心
を

行
い
ま
す
。ま
た
、新
梢
を
誘
引
す
る
こ
と
で
、

新
梢
の
先
端
を
下
げ
、
果
房
に
流
れ
る
養
分
の

量
を
増
や
し
果
粒
肥
大
を
促
進
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

◆
ジ
ベ
レ
リ
ン
処
理

　
１
回
目
の
種
な
し
処
理
は
、
展
葉
始
め
か
ら

の
日
数
・
展
葉
枚
数
等
を
参
考
に
、
花
穂
の
進

み
具
合
を
み
な
が
ら
処
理
を
し
て
い
き
ま
す
。

特
に
、
ジ
ベ
レ
リ
ン
処
理
前
後
１
週
間
の
気
象

条
件（
温
度
・
日
照
）が
、
花
穂
の
進
み
や
実
止

ま
り
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
の
で
注
意
し
て
観

察
し
て
く
だ
さ
い
。
二
回
目
は
玉
肥
大
の
た
め

に
行
い
ま
す
。
さ
び
果
と
な
ら
な
い
よ
う
、
天

気
の
安
定
し
た
日
を
狙
っ
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

◆
摘
粒

　
果
実
肥
大
促
進
や
房
型
を
つ
く
る
た
め
に

も
、
実
止
ま
り
が
確
認
で
き
次
第
で
き
る
だ
け

早
く
取
り
か
か
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
小
粒
果
や
奇
形
果
、
病
害
虫
被
害
果
な
ど
を

優
先
的
に
摘
粒
し
、
１
房
当
た
り
の
適
正
着
粒

数
に
な
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、開
花
や
ジ
ベ
レ
リ
ン
処
理
、袋
か
け
の

前
後
で
は
、防
除
の
徹
底
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

も
も

【
新
梢
管
理
】

　
日
当
た
り
が
悪
く
な
る
と
、
果
実
品
質
が
低

下
す
る
原
因
と
な
る
の
で
、
ね
ん
枝
や
摘
心
を

行
い
ま
す
。

　
主
枝
の
日
焼
け
防
止
や
側
枝
更
新
予
定
の
枝

は
、
ね
ん
枝
で
伸
長
を
抑
え
ま
す
。
５
月
下
旬

〜
６
月
上
旬
が
適
期
で
す
。

　
伸
長
が
旺
盛
な
枝
は
、
３
〜
５
葉
残
し
て
摘

心
し
ま
す
。
新
梢
伸
長
の
旺
盛
な
６
月
〜
７
月

に
行
い
ま
す
が
、６
月
中
旬
頃
ま
で
に
行
う
と
、

花
芽
が
着
生
し
た
副
梢
が
発
生
し
て
、
翌
年
の

結
果
枝
に
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
袋
掛
け
】

　
袋
掛
け
に
は
、
病
害
虫
の
被
害
を
防
ぐ
、
着

色
を
良
く
す
る
、
裂
果
が
軽
減
さ
れ
る
な
ど
の

効
果
が
あ
り
ま
す
。
必
ず
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
袋
掛
け
前
に
は
必
ず
防
除
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
袋
掛
け
前
に
は
見
直
し
摘
果
を
行
い
、
適
正

着
果
量
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
摘
果
し
た
果

実
は
病
害
の
発
生
へ
つ
な
が
る
の
で
、
必
ず
園

外
へ
持
ち
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
注
意
す
る
病
害
虫

　
ア
ブ
ラ
ム
シ
類
、
シ
ン
ク
イ
ム
シ
類
、
モ
モ

落
葉
果
樹

▲アブラムシ

▲シンクイムシ

JAカードを紛失されたら 直ちにご連絡ください。盗難、紛失専用ダイヤル直ちにご連絡ください。盗難、紛失専用ダイヤル　 0120-159674（24時間受付、年中無休）　 0120-159674（24時間受付、年中無休）5
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　JA尾道市は４月１日（火）、令和７年度
入組式を執り行い、新たに３名の職員が加
わりました。
　決意表明では、栗原支店へ配属された村
上葵職員が「JA尾道市の職員として１日も早
く、組合員・地域の皆様に貢献できるよう誠
心誠意取り組んでまいります」と述べました。
　式終了後、新入職員は各配属先へ移動し、
職員としての業務をスタートさせました。

令和７年度入組式開催　３名の職員が入組

決意表明を述べる村上職員（中央）

JA

わけぎ産地発展のために　
ひろしま農業経営者学校「わけぎ産地講座」修了

　わけぎ部会は３月21日（金）、向島支店
でひろしま農業経営者学校「わけぎ産地講
座」第８回講座を開催しました。
　最終回である今回は、これまでの取組内
容をまとめた産地計画を発表しました。
　発表では、「安定した収入を得られる産
地」などの４つの目標を達成するための戦
略を策定し、2030年までに売上３億円、
出荷量340トンを目指す目標を掲げました。

わけぎ産地講座に参加したみなさん

部会

　いちじく部会は３月24日（月）、尾道
ふれあいの里で令和６年度JA尾道市い
ちじく部会出荷反省会を開催しました。
　反省会では、営農指導員が令和６年度
産の生産状況や販売総括について説明を
行い、生産者、市場関係者、JA役職員
など約50人が出席し、次年度に向けて
活発な意見が交わされました。

令和６年度JA尾道市いちじく部会出荷反省会を開催

開会の挨拶をする髙橋部会長

部会

地
域
で
開
催
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
や

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
含
め
た
さ
ま
ざ
ま
な
話
題
を
ご
紹
介
し
ま
す
！

が
ん
こ
ち
ゃ
ん
の

ハ
モ
グ
リ
ガ
、
灰
星
病
、
黒
星
病
、
桃
果
実
赤

点
病い

ち
じ
く

【
摘
心
】

　
葉
や
枝
の
伸
長
等
の
栄
養
生
長
か
ら
、
果
実

肥
大
・
成
熟
等
の
生
殖
生
長
に
促
す
た
め
に
、

摘
心
を
行
い
ま
す
。
展
葉
10
〜
12
枚
の
時
点
で

先
端
を
摘
み
取
り
ま
す
。
そ
の
後
、
発
生
す
る

副
梢
は
随
時
か
ぎ
取
り
ま
し
ょ
う
。

【
ね
ん
枝
・
誘
引
】

　
樹
冠
内
部
が
混
む
と
、葉
ズ
レ
に
よ
る
傷
果
、

着
色
不
良
果
が
多
く
な
る
の
で
、
ね
ん
枝
や
誘

引
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
樹
冠
内
部
が
混
み
す
ぎ
て
い
る
場
合
は
、
枝

を
間
引
い
て
日
当
た
り
を
よ
く
し
ま
し
ょ
う
。

◆
注
意
す
る
病
害
虫

　
イ
チ
ジ
ク
モ
ン
サ
ビ

ダ
ニ
、ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
、

カ
ミ
キ
リ
ム
シ
類
、
イ

チ
ジ
ク
ヒ
ト
リ
モ
ド

キ
、
そ
う
か
病

　
５
月
に
入
り
気
温
も
高
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
水
分
補
給
な
ど
の
暑
さ
対
策
を
十
分
行
っ

て
菜
園
作
業
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

【
灌
水
】

　
定
植
直
後
は
、
極
端
に
乾
か
な
い
よ
う
に
注

意
し
、
少
し
ず
つ
灌
水
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
活
着
後
は
、
根
が
下
方
へ
深
く
張
る
よ
う
に

灌
水
を
控
え
ま
す
。

　
気
温
が
上
昇
し
、
収
穫
期
に
入
る
と
再
び
こ

ま
め
な
灌
水
を
開
始
し
ま
す
。

　
気
温
が
高
い
時
期
は
、
早
朝
に
灌
水
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

【
追
肥
】

　
表
１
の
追
肥
の
時
期
や
施
用
量
は
あ
く
ま
で

目
安
で
す
。
生
育
状
態
を
よ
く
観
察
し
て
、
追

肥
の
有
無
や
施
用
量
を
決
定
し
ま
し
ょ
う
。

【
整
枝
作
業
】

◆
ト
マ
ト

　
わ
き
芽
は
す
ば
や

く（
５
㎝
ぐ
ら
い
の
大

き
さ
ま
で
に
）手
で

取
り
除
い
て
、
主
枝

一
本
と
し
ま
す
。
作

業
は
な
る
べ
く
晴
天

時
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
但
し
、
草
勢
が

強
す
ぎ
る
場
合

は
、
わ
き
芽
を
あ

る
程
度
大
き
く
し

て
か
ら
取
り
除
き

ま
す
。

　
収
穫
の
目
標
段

数
ま
で
達
し
た

ら
、日
よ
け
の
葉

を
２
〜
３
枚
残
し
て
主
枝
の
芯
を
止
め
ま
す
。

◆
ナ
ス

　
一
番
花
の
直
下

と
そ
の
下
の
わ
き

芽
、
も
し
く
は
一

番
花
の
上
下
の
わ

き
芽
を
伸
ば
し
て

３
本
仕
立
て
と
し

ま
す
。

　
こ
れ
よ
り
下
の

わ
き
芽
は
す
べ
て

取
り
除
き
ま
す
。

◆
ピ
ー
マ
ン

　
一
番
花
よ
り
下
の
わ
き
芽
は
す
べ
て
取
り
除

き
ま
す
。

　
そ
の
後
は
放
任

と
し
、
内
向
き
の

細
い
枝
を
適
度
に

間
引
き
ま
す
。

◆
キ
ュ
ウ
リ

　
株
元
４
〜
５
節

ま
で
の
子
づ
る
と

雌
花
は
取
り
除

き
、
６
節
以
上
か

ら
着
果
さ
せ
ま

す
。
子
づ
る
と
孫

づ
る
は
葉
を
２
枚

残
し
て
芯
を
止
め

ま
す
。
親
づ
る
は

支
柱
の
て
っ
ぺ
ん

ま
で
伸
び
た
ら
摘

心
し
ま
す
。

【
摘
果
・
摘
葉
】

　
生
育
が
よ
く
な
い
の
に
早
く
か
ら
実
が
つ
く

と
、
ま
す
ま
す
株
が
弱
り
ま
す
。
樹
勢
が
弱
い

場
合
は
、
実
を
早
め
に
摘
み
取
り
ま
す
。

　
枯
れ
た
葉
、
病
害
虫
に
侵
さ
れ
た
葉
は
早
め

に
摘
み
取
り
ま
し
ょ
う
。

▲キボシカミキリ

家
庭
菜
園

表１　 追肥の時期と１株当た
りの施用量の目安

トマト
１回目は、第１果が
ピンポン玉くらいの
時、 ２ 回 目 は そ の
20日後（10ｇ）

ピーマン
１番果収穫より始め
て15〜20日おき

（10ｇ）

ナス
１番果収穫より始め
て15〜20日おき

（15ｇ）

キュウリ １番果収穫より始め
て10日おき（10ｇ）

①主枝を
伸ばす

１番花

②
側
枝
を
伸
ば
す

取
り
除
く

取
り
除
く

③
側
枝
を

伸
ば
す
。

一番花のすぐ下と、
その下にある勢い
のよい側枝を伸ばす

支柱を交差させて
立てる。

交差点をしっかり
くくっておく。

支柱は土中へ十分に
挿しておく。

支柱に主枝を
誘引。

１番果

２番花の
着花節で
２又に分枝する
（第２次分枝）

１番花の
着花節で
２又に分枝する
（第１次分枝）

２番花

２番花

１番花

この間の
わき芽は
早めに
取り除く。

フラワーネット

支柱
誘引の手間を省くた
め、フラワーネットな
どを２段に張り、枝が
垂れないようにする方
法もあります。

親づるは支柱の高さ
（160cm）程度で摘芯。
中段以上の孫づるは放
任し、隣の株の枝とぶつ
かるようなら適宜摘芯。
力強い生長点のある枝
を必ず３～４本残す。

下段から発生する孫づ
るは地面につかないよ
うに葉を１～２枚残し
て摘芯。

子づるは葉を２枚残し
て摘芯を基本とする。➡

下から５～６節までの側
枝と雌花は早めに除去。
この時、キュウリや台木の
子葉があれば除去する。
いつまでも残すと病害虫
の発生源となりやすい。

親づる・子づる
孫づる

キュウリネット

支柱

２条植えの場合

わき芽
は

かきと
るわき芽
は

かきと
る

ゆとりをもたせて
８の字に縛る
ゆとりをもたせて
８の字に縛る

テープは長く連結
しっかり縛る

斜めに
筋交いを
入れる

花が外側をむくように
植付け・誘引をします。

（向島営農センター）☎0848-44-2106　（因島営農センター）☎0845-25-6161　（世羅営農センター）☎0847-22-1173（向島営農センター）☎0848-44-2106　（因島営農センター）☎0845-25-6161　（世羅営農センター）☎0847-22-1173 6




